
美浜発電所３号機 コンクリート壁の穴あけ作業時における
協力会社作業員の負傷について

推定原因

○作業実施時には声掛けを徹底し、意思疎通を図りながら作業すること等を作業手順書の注意事項
に明記した。

○また、協力会社に対し、本事象の周知および注意喚起を行うとともに、作業状況の確認、作業員へ
の指揮、指導など作業責任者としての役割を再認識させるための教育を実施した。

対策

発生場所：原子炉補助建屋

＜写真①：屋内（管理区域）＞ 穴あけ箇所から
コンクリート片が落下

C
被災発生

ｺﾝｸﾘｰﾄ壁

＜写真②：屋外＞

A穴あけ用機材

約1.5m

現場状況図

屋外の作業員がコンクリート片を押し出す際、声掛け等により、屋内の状況を確認することなく、コン
クリート片を押し出したため、壁に近寄っていた被災者に当たったものと推定された。
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作業員A：ｺﾝｸﾘｰﾄ壁に穴あけ（穴あけ後、コンクリート片を屋内
に押し出す）

作業員B：ｺﾝｸﾘｰﾄ片回収（発災時、現場を離れていた）
被災者C：作業責任者（発災時、壁に近寄っていた）

＜状況図＞
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階段

コンクリート片を
保管場所へ運搬 屋内

（管理区域）
屋外

約500mm

約600mm

ｺﾝｸﾘｰﾄ壁

回収予定の
ｺﾝｸﾘｰﾄ片

被災者Ｃ 作業員Ａ

約10cm×約15cm
重量 約4.2kg
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